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頭頸部癌の個別化治療を導く
診断薬
ICIと抗EGFR抗体薬の治療効果を予測できます

プラチナ感受性再発・転移頭頸部扁平上皮癌に対する初回治療として、
ペムブロリズマブ（免疫チェックポイント阻害剤：ICI）+化学療法（5-
FU+シスプラチン/カルボプラチン）、またはcombined positive scores
によるPDL-1陽性例においてペムブロリズマブ単剤療法を行うことが推奨さ
れている。二次治療としては、セツキシマブ（抗EGFR抗体）+パクリタク
セル（CET+PTX）の併用療法が本邦では選択されることが多い。
発明者らの研究によると、一次治療としてのペムブロリズマブ療法への治療
効果と、二次治療としてのCET+PTX療法への治療効果とは、相互排他
的に相関する（右図）。遺伝子発現解析などにより、当相関に関連する
指標物質が見出された。

本発明は、当該指標物質を測定することによる、対象患者における各抗
癌剤の治療効果を予測するための方法に関する。

概要

当該バイオマーカーの利用により、各抗癌剤の奏効患者を判別し、
 CET regimenを先行して選択する
 ICI + 抗EGFR抗体 の併用療法
 ICI + 当相関に関するシグナル経路に作用する薬剤の併用療法

といった治療薬開発に繋げることができる。

東北大学技術紹介

各薬剤の治療効果は相互排他的に相関する

応用例

お問い合わせ

株式会社東北テクノアーチ
TEL ０２２－２２２－３０４９ お問い合わせフォームはこちら

PFS：無増悪生存期間 PR：部分奏効 SD：安定 PD：進行

コンパニオン診断薬開発をご一緒してくださる
パートナー企業様を募集中です

https://www.t-technoarch.co.jp/contact.html
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